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日本古代に並行する時期、北海道には続縄文文化（前 5 世紀頃～後 7 世紀）あるいはその後裔




（図 1）蓑島 2015 より転載






























（史料 2）『類聚三代格』延暦 21 年（802）6 月 24 日太政官符
　私に狄土の物を交易するを禁断する事
右、右大臣の宣を被るに偁く、渡嶋の狄ら来朝の日、貢ぐところの方物は、例、雑皮を以て















































9 世紀には下らないとされる（高橋 1997）。また、秋田城の近隣には、8 世紀代の小阿地古墳群や、
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土例が散見される。千歳市ウサクマイ N 遺跡では、富寿神宝（818 年初鋳）2 点が包含層から出
土し、河道跡からオホーツク文化の貼付文土器が出土した。恵庭市茂漁 8 遺跡では隆平永宝（796
年初鋳）が出土し、同遺跡からオホーツク刻文土器を模倣した土器が出土している。一方、オホー
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ツク文化の遺跡でも本州系の遺物が出土する。最近、道東の根室市トーサムポロ湖周辺竪穴群で
は糸切り底の高台付須恵器皿（9 世紀中～後葉の男鹿市海老沢窯跡群製品）が出土している（北
海道埋文 2015、鈴木琢也 2016）。また、斜里町ウトロチャシコツ岬上遺跡では神功開宝（765 年
初鋳）が出土した。このような遠隔地にまで到達した本州系遺物は、いずれも擦文文化を中継し
て入手されたのであろう。



















































































機に、9 世紀末～ 10 世紀に秋田城交易体制から離脱することになり、新たに、青森県域のエミ
シ社会と社会的紐帯を結びなおす必要性に迫られた。ただし、その道のりは必ずしも平坦でなかっ
た可能性が高い。






（史料 7）『貞信公記抄』天慶 2 年（939）5 月 6 日条
　出羽国の馳駅使来る。其の解文に云く、「賊徒、秋田郡に到来し、官舎を開き、官稲を掠
取し、百姓の財物を焼亡す。又た異類を率いて来るべし云云」と。
とあり、天慶 2 年（939）5 月に発生した出羽俘囚の乱において、秋田郡に乱入した俘囚たちは
「異類を率いて来るべし」と称したという。後述するように、この「異類」に中世的「エゾ」の
源流という評価（斉藤 1996）がある一方、ここではエミシ・俘囚と「異類」と称される人々と
の連帯がうかがわれることに留意したい。このことは、9 世紀末から 10 世紀初頭にかけて、津
軽海峡を越えるネットワーク再編の試行錯誤の時期があり、10 世紀前半には、新たな結合関係
が生じていたことを示唆する。本州北端からの擦文土器の出土例が 10 世紀に増加することとも
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宇隆 1 遺跡で出土していた壺が、12 世紀代の愛知県の常滑製品であることが判明した。当時、
常滑製品の最大の消費地は平泉であり、また、常滑壺は経塚の外容器として用いられたため、平
泉政権とのかかわりで厚真町に経塚が造営されたことを想定する意見もある（八重樫 2012、斉
藤 2014 など）。同じく厚真町の上幌内 2 遺跡 5 号墓（13 世紀の土壙墓）から出土した銅鏡（12
世紀の秋草双鳥文鏡）などの副葬品も平泉との関係で入手された可能性が高い。一方、平泉にお









































述のように、10 ～ 11 世紀には、本州北端でも多くの擦文土器が出土するようになる。斎藤淳氏
の分類（2002）に従うと、まず、口縁部から胴部上半までの多重横走沈線が顕著な土器（北奥Ⅰ













2012a、および後掲図 2・表 1 参照）。この時期の北方交流を考えるうえで重要である。
その一方で、口縁部のみに横走沈線をもつ土器（北奥Ⅳ類。斎藤編年 10 世紀後葉～ 11 世紀中
葉以降）と、口縁部に横走沈線を巡らせただけの無文的な土器（北奥Ⅴ類。斎藤編年 10 世紀中
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会で最高品質の矢羽として珍重されてきた。
幕末の玉蟲左太夫『入北記』によると、根室・釧路産のオオワシ尾羽（14 枚）は、上質なも
のでは「一把」（10 羽分＝ 140 枚）につき銭 2 貫以上の値がついている。近世においても、北海
道を代表するワシ羽の産地は道東地方であった。
さて、鎌倉中期の権僧正・公朝による文永 2 年（1265）の歌には、
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文治 5 年（1189）、源頼朝は奥州合戦によって奥州藤原氏を滅ぼす。『吾妻鏡』では、奥州合戦
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（図 2）鈴木琢也 2014 より転載
















市教委 1985）が、セットで錫杖状鉄製品（Ⅱ類）となることが判明した。IH-97 は、一辺約 5 ｍ
の隅丸方形プランのカマドつき竪穴住居で、焼土、鍛打滓から小鍛冶関連遺構と思われ、竪穴お
























千歳市末広 ○ × × 不明 × ○ × ○
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原明芳氏は、長野県を主たるフィールドとして、銅鋺は 7 ～ 8 世紀代までは古墳から出土する
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日山（2）の事例に類似する（蓑島 2012a）。やはり破砕された銅鋺が出土し、儀礼遺構の可能性




















・新十津川村 254 番地（1894 年出土）　38 点　墓？（三浦 2001）
・千歳市美々 4 遺跡　15 ～ 17 世紀　1 点　墓
・平取町二風谷遺跡　10 ～ 12 世紀　6 点　包含層
・札幌市 K501 遺跡　11 ～ 12 世紀　5 点　包含層
・常呂町ライトコロ川口遺跡　13 ～ 14 世紀　11 点　墓（廃絶した擦文竪穴住居址内に造成。
ガラス玉約 70 点）
・余市町大川遺跡　14 ～ 15 世紀？　16 点　墓（GP-4）　※明瞭なピットとして検出されず。
ガラス玉 40 点共伴（余市町教委 1990、菊池 1995）
・厚真町上幌内モイ遺跡　10 世紀後半～ 11 世紀前半　1 点　集中区 26　※炭化物集中・焼土
・厚真町上幌内 2 遺跡　13 世紀　18 点　5 号墓　方形の竪穴状造成　※ 12 世紀中葉の秋草双
鳥文鏡、筒状銅製品など
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さらに類例として、やや時期が早いが、渤海期（8 ～ 9 世紀）の虹鱒漁場遺跡（上京龍泉府か
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きたような大陸製品そのものの伝来を想定するのは難しいのではないか。「コイル状鉄製品」が


























先駆ともみられる木製品が出現している（千歳市美々 8 遺跡、同ユカンボシ C15 遺跡）。また、
アイヌ文化の「イトクパ」（祖印）の源流とみられる刻印記号が、日本海沿岸を中心とする地域
の擦文土器（坏の底部）にみられるようになる（瀬川 2014）。さらに、民族誌的なアイヌ文化に
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（3）10 ～ 12 世紀の北東アジア情勢と「サハリン・ルート」
考古学からみた 10 ～ 12 世紀の「サハリン・ルート」
近年の考古学研究では、9 世紀以後の大陸と北海道方面との「サハリン・ルート」の交渉は、






も、南貝塚期の住居址からパクロフカ文化の土器片が 2 点出土している（前川編 2007）。さらに
最近、礼文島浜中 2 遺跡の 2011 年度の調査で、元地式土器の出土する層位（当時の層序でⅡ層。
10 ～ 12 世紀頃）からパクロフカ文化系の黒色磨研土器が出土した。
稚内市オンコロマナイ貝塚やモヨロ貝塚では、早くから北宋銭の出土も知られている。モヨロ
貝塚からは、10 ～ 11 世紀に編年される小鐸（臼杵編年第 4 期）も出土している。また、アムー
ル川中流域のパクロフカ文化に由来する 10 ～ 11 世紀頃の青銅製帯飾板が、南サハリンのセディ
フ遺跡から 4 点、千歳市美々 8 遺跡で 1 点出土している。最近、道央の厚真町ニタップナイ遺跡
では、Ｚ字状の断面を呈し、パクロフカ文化のナデジンスコエ遺跡に類例のある鉄鏃（11 世紀
前半）が出土して注目を集めた（菊池 2010）。
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差があった。例えば、江戸後期の松田傳十郎によれば、北蝦夷地（サハリン）産のクロテン皮は、
東西蝦夷地（北海道）産の 4 倍の交換レートで取引きされていた（『北夷談』第 5）。また、「貂、
地方夷地（北海道）の産する処は、其色黄にして下品也。当島（サハリン）奥地の産は色至て黒
し。是を上品とす。満洲にては是を悦ぶ。」（『同』第 3）という言及もある。したがって、この
道長から天台山への贈り物となった「奥州貂裘」など、10 ～ 11 世紀頃の貴族社会で珍重された「ふ
るきのかわぎぬ」（『源氏物語』末摘花など）の実態は、擦文集団の手を介してサハリンから入手
されたクロテンの製品であった蓋然性がある（蓑島 2015）。










本紀・憲康王 12 年条）。924・925 年には後唐への「黒水」らの来貢が記録される（『五代会要』









10 世紀末～ 11 世紀の転換 ―「刀伊襲来」の背景
ところが、遼の聖宗（在位 982-1031）が即位してまもなく、遼は数次にわたる外征で定安国
を攻撃し、991 年には、鴨緑江流域に「威寇・振化・来遠」の「三城」を築いて「戌卒」を置い




ので、「其の後遂に高麗に帰」したという（『宋会要』蛮夷 3・女真・淳化 2 年条）。また『続資





海賊活動の実質的な初見は 1005 年である（『高麗史』穆宗 8 年）。女真たちは、1018 年に于山国（鬱
陵島）を攻撃するなど海賊的活動を激化させ、翌 1019 年（寛仁 3）には北九州沿岸にも襲来する。
いわゆる「刀伊の入寇」（ここでは「刀伊襲来事件」とする）である。
すなわち、1019 年 3 月 27 日、50 余艘の「刀伊」＝女真の船団が対馬を襲い、次いで壱岐・筑
前・肥前の国々を襲った。船団は、4 月 13 日には肥前松浦郡を荒らして去った。その過程で、
殺害された吏民は多数に上ったが、略取された人数はさらに多かった（寛仁 3 年 4 月 16 日「大



















民を略取したというものである（『小右記』長徳 3 年 10 月 1 日条）。あわせて、これ以前に大隅
で四百人の人民が略取される事件のあったことも報告された。
当時の奄美地方は、日本・高麗・宋をまたぐ越境的な交易者が活動する場であり、広域的なネッ
トワークにおける要衝としての地位を占めていた（田中 2012 など）。したがって、997 年および
その前後の奄美島人襲来事件は、当時の東アジア的な交易世界の存在を前提に起きたものである
可能性がきわめて高い。
10 世紀末から 11 世紀初にかけて、ごく近接した時間と場所で起きた二つの「襲来」事件には
似かよった面もある。しかし、広域的な視点からは、二つの事件の背後に、それぞれ大きく異な














『宋会要』蛮夷 3・女真・淳化 2 年条は、女真が「其の後遂に高麗に帰」したとするが、ここで
の「高麗」を『続資治通鑑長編』では「契丹」としている（日野 1961）。最近、高井康典行氏は、






























られる。13 世紀後半～ 14 世紀初頭にかけて、しばしば「北からの蒙古襲来」などと称される、
モンゴル帝国（元）と「骨嵬」（クイ＝アイヌ）との紛争が起きている。『元文類』所収の『経世
大典序録』によれば、両者の抗争の一因として、海東青をめぐる争いがあったことがうかがわれ




















以上のような諸条件によって、10 ～ 11 世紀以後の大陸と列島北部とを結ぶ「北周り」ルート

















（史料 12）『日本紀略』貞観 10 年（868）4 月 15 日
十五日己卯、（中略）出羽国言す、飽海郡月山・大物忌両神社の前に、石鏃六枚雨る。













られている。時代背景として、878 ～ 880 年にかけて元慶の乱が起きている。また、飽海郡は貞
観 15 年（875）11 月 16 日条に「渡嶋荒狄」が水軍 80 艘で襲撃した場所である。
「石鏃」は、容易に「粛慎」および対岸世界を連想させる。にもかかわらず、上記の諸史料に
おける「石鏃」は、あくまでも兵乱や疫病の予兆として抽象化され、出羽国の諸神への不敬ゆえ
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